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頂けたらと思います。今後とも宜しくお願い致します。

叱咤しながらの作業でしたが、なんとか復帰第１号の

　

　

久しぶりの原稿作成に難儀する自分に「もっとがんばれ」と

作り上げたこの形で今後もお届けしていきます。

　今回、初めてお届けする方もたくさんおられるかと思いますが、

　以前と変わり映えしない構成となっていますが、過去１２年間かけて

シンプルに市政情報や自分の活動を伝えることを目的に試行錯誤して

楽しんで読んで頂き、本誌や結城市政に対する ご要望をご意見・

　また皆さんに情報をお届けできることの嬉しさと、

広報誌をお届けすることができました

　また、今回、議員に戻るときに一番重要視した「市民の皆さんにしっかり

　そして、今回の一般質問を通して、結城市における様々な課題について

ストーリーの組み立てや１つ１つの質問の立て方など戸惑いもありましたが、

何とか無事に終えることができました。
　

示した「駅前分庁舎購入」に関する問題や、前回、自分が市長選挙に立候補

　

感じながらの質問となりました。

　任期のあいていた４年の間に、一般質問にて一問一答形式【＝１つの課題

しっかりと先見性をもって議論し、よいことはしっかり応援する、将来の

終えて、一息ついているところでございます。

ごとに質問し答弁をもらう形】が導入されていたことから、今回、私も

した時に対抗馬の候補者さんの主要政策であった「大学誘致」がその後

十分に立っていたのか、再発しないような手立てがなされていたか、

初めて一問一答形式による質問を行いました。これまでの総括質問形式

中でも強くリーダーシップを取ろうとしているのか、と、いろいろ疑問を

どうなっていたのか、の２点について質問を致しました。

実現性があったのか、市長自身の主要施策に対し市長自身が難しい局面の

　市議会議員 復帰にあたり、あらためましてご理解・ご支援を頂きました

　

　

議員としてのあるべき姿を再認識した次第です。

皆様に心から感謝申し上げます。臨時議会での人事や、６月定例議会を

　質問の内容については、前回議員だった時期に将来を見据えて強く反対を

　答弁を聞いてみますと、いずれも課題が多く、政策立案時に将来の予測が

【＝１回に複数の課題を質問し答弁をもらう形】とは異なるため、

　

結城市に負担となる問題については厳しく意見を述べていく、といった

寄り添う」「行政の情報を市民の皆さんにしっかり伝える」「市民の皆さん

　今後とも、ご理解・ご支援を頂けますよう宜しくお願い致します。

　

の意見をしっかり伝える」いう議員のあるべき姿を肝に銘じ、皆様から相談

頂いた案件を迅速に処理しながら活動をスタートしたところでございます。


